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2) 参入に対する障壁として資本必要額が大きな意味をもっと左は J只"R;;;nの論文を，， 1用し
て嫌倉昇氏が指摘している(同氏.価格 競争独占.89. 103へージh
3) 1)を参照。


























































































































として自主経嘗を打りだしてし 1るとしづ。 これに対して中村秀 郎氏の調査では約600














































































中堅企業調査について (149) 65 
しょせん程度の問題であれ相対的独立性と見るべきであろう。
ただ政策上の見地がある。 いままで従業員300人未満(商事については国人未満)， 資本
金5，C∞万円未満のもの壱中小企業と呼び， これを中小企業政策の対象と Lた。それら
に協同組合，独占禁止法の除外例，金融機関の整備，統制などで種々の優遇を講じてき
た。ところがし、まや相当数の企業がその段階から成長して中堅企業といわれる規模にな
ると，一挙にこれらの政策対象からはずされ，産業政策の盲点に陥ることにな'60 それ
らがすでに自身で経営活動を自主的に展開する十分な能力をそなえていれば問題はない
だろう。と乙ろが前述のようになお多〈の経営管理上の問題号かかえているとすれば，
それゆえに政策上これらに対する措置を講ずべきだとし、う議論も成り立つ。
最近の新聞報道によれば，通産省ではこの政策上のギヤサプ壱うずめるため，若干の
措置を講ずる計画があるとのことである。
